
芝

表

Tim 延2 延1 2nd 1th 1th 2nd 延1 延2 Tim

0 1 GK GK 1 0

0 2 DF DF 6 0

1 1 3 DF DF 11 0 1

0 4 DF DF 5 0

45 1 1 5 DF DF 25 0 60

55 0 6 MF MF 14 0

0 7 MF MF 8 0 1

1 2 3 8 MF MF 9 0 HT

1 2 3 9 MF MF 7 0 HT

61 1 4 5 10 FW FW 10 0

51 1 1 2 11 FW FW 22 1 1 1

0 12 DF GK 21 0

0 13 MF DF 2 0

2 2 14 MF MF 20 0 1 60

0 16 FW FW 3 0 1

0 17 GK FW 16 0

0 19 DF FW 13 0

0

0

0

Tim R/Y No. Tim R/Y No.

延2 延1 2nd 1th 1th 2nd 延1 延2 50 Ｙ 25

0 0 7 10 17 6 1 5 0 0

2 5 7 8 3 5

2 4 6 0 0 0

3 4 7 9 2 7

4 5 9 9 5 4

0 0 0 0 0 0

Tim No.

11 ⑧

14 ⑪

32 ⑩

57 ⑩

逆に津工は四工ＤＦラインに出来るギャップへの進入、前を向いての積極的な仕掛けがうまく機能した。
四工はマークの受け渡し、ＤＦ背後のリスクマネジメントに不安を残すゲームとなった。津工のバリエ
ーション豊富な攻撃を準決勝で披露して欲しい。

　　戦評者名前〔　伊室　英輝　〕（フルネームを記入）　　所属先〔　三重高等学校　〕

　両オフェンシブハーフに得点能力を擁する津工とハードなチェイシングから速攻を仕掛ける四工との
戦い。中盤を次第に支配し始める津工に対し、四工は特にＤＦラインでマークをルーズにすることが多
く、フリーでシュートを打たせる場面が多い。四工は意図的な攻撃、守備を出さないままゲームが流れ、

→ ⑩中野 SG津工業 中野　真人 ４－０ ⑧松葉

SG津工業 中野　真人 ３－０ ⑩中野

⑪前田→ ⑩中野 S こぼれ津工業 前田　侑也 ２－０ ④秋月

→ ⑧松葉 ～ SG津工業 松葉　　司 １－０ ⑪前田

得点ﾁｰﾑ 得点者 スコア 得点経過　記録例：～ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ →パス ↑浮き球 ×混戦　Ｓｼｭｰﾄ　Ｈﾍﾃﾞｨﾝｸﾞ　　

ＰＫ
間接FC

直接FC

ＣＫ

ＧＫ

Shoot

Name Reason

Team-Total 若林　大輝 反ｽﾎﾟ

Name Reason 藤田　一豊 山本　　崇
警告・退場 監　　督 監　　督 警告・退場

中川　雅光② 伊坂　祐輔③
西川　一馬② 酒井　　準②
加藤　弘高② 中島　慎一②
小崎　大輔③ 長谷川裕司② ⑬井坂

前田　翔平③ 山城　一真③
田中　裕二③ 後藤　卓也②

⑭小崎 前田　侑也② 重山　恭佑③
⑬前田 中野　真人② 藤田　健太③

飯田　裕之② 久嶋　一穂③ ⑳長谷

松葉　　司③ 松尾　友樹③ ③中島

鈴木　雄太② 平子　智大③
⑫田中 中山　雄登① 平澤　和馬③
⑲中川 佐々木伸悟② 若林　大輝② ②山城

秋月　和英② 後藤　　亮③
宮本　竜雅③ 中井　瑞樹③
真田　修次③ 森本　　潤③
小倉　景樹③ 濱田　大地③

Shoot Change

Name Name

kick off
Change Shoot

Tot PLAYER No. Posi No. PLAYER Tot

2 ２ｎｄ 0
kick off ＰＫ

Record 津工業 ｽﾘｯﾋﾟｰ

津工業（Ｃ１） 4
2 １ｓｔ 0

0 　四日市工業　（Ｂ２）

Referee 和田 A-Ref2 徳利

ピッチ状態 観衆数

Match-Commissioner 岡田　慎次 A-Ref1 大森 4th-Re 森 不良
　　人

湿　度 風 無風天　候 雨 気　温

平成１９年度　三重県高校総合体育大会
日　時 2007,5,25(Fri)：準々決勝 試合形式 ﾄｰﾅﾒﾝﾄ(70)延(20)PK 会場名 県営鈴鹿スポーツガーデン第１Ｇ


